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窓やドアを開放し、常時エアコンやサーキュレーターを稼働させて密を避けていま

す。利用者・職員共に毎日体温チェックをしてマスクを着用。手洗いと手指の消毒を徹

底し、室内や共有する備品等は毎日消毒をしています。 

 

消火器点検作業 

利用者に対しマスク着用と自宅から現場への

直行直帰、そして一番の楽しみでもあった作業

後の飲食店での昼食を無くすことを理解しても

らった上で業務を遂行しています。感染予防の

ためのマスク着用は熱中症のリスクを高めてし

まうため、7 月はコースを再編成し、1 回分の作

業量を減らし 2 回に分けるなどして、作業時間

の短縮を図り、8 月は作業に出なくてすむように

スケジュールを組み直しました。      （坂本） 

 

\\\\\\\\\\\ 

緑化推進事業 

4 月中旬より、安全面を考慮して緑化推進事

業への利用者の参加を中止し、職員のみで作

業にあたりました。5 月 20 日に実施した花壇全

面植替えでは、日頃お世話になっている花屋さ

んの協力のもと移植作業を行いました。その

後、6月 1日に花壇に着くまでの人通りと公園内

の様子を職員が確認し、6月 15日より職員同行

のもと利用者による緑化作業を、回数を通常よ

り減らして再開しました。（坂本） 
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一日中窓を開け換気 体温計(左)と注意書き(奥) マスクと消毒薬を常設 

《 所外の様子 》 

花屋さんのデザインに沿って植え替え中 

マスクをして消火器点検作業中 



コロナ禍以前は、利用者は施

設内で昼食をとり、職員と一緒に

出勤をしていました。しかし、施設

内の密を避け人との接触を減らさ

なくてはいけなくなり、現場近くの

バス停で待ち合わせし、直行直帰

としました。夏は外より暑い現場

であることにプラスして、マスクを

着用しての作業は熱中症のリスク

が高まるため、水分補給や小休

憩をこまめに取りながら頑張って

6月 15日、18日に施設内で地震発生を想定とした防

災訓練、7月1日に災害伝言ダイヤル171体験を実施し

ました。机の下に入ったり、ヘルメットを被ったりと職員

看板清掃作業 

6月に看板清掃を行いました。新型コロナウイル

ス感染予防対策のため、利用者 1 名、職員 1 名と

いつもより作業人数を減らした上、ビニール手袋、

マスクを着用し、熱中症予防も考え作業の工程を

工夫して行いました。利用者からは、「マスクを着

けての作業が大変」という声もありましたが、梅雨

時期でも天候に恵まれ、無事に全日程を終えるこ

とができました。今後も引き続き、感染予防対策を

とり、熱中症にも気を付けながら行う予定です。 

（小庄司） 
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←バス停で待ち合わせ 

現場に直行 

マスクをして仕分け作業中↓ 

ヤマト運輸(株) 

業務にあたっています。暑さのピークの 8月は、利用者の体調

を考慮し、職員を増員して対応予定です。        （渡邉） 

 

。                                      

 

《 防災訓練 》 

コロナ禍でも防災訓練は 

ぬかりなく！ 

 

「自宅に居ますが無事です」 

の指示に従いながら皆で取り

組みました。コロナ禍の状況

下ではありますが、いつ何時

災害が発生するかは分かりま

せん。普段から防災への意識

を心掛け、自身や大切な人を守る行動が取れるように訓

練は欠かせないと感じられた時間でした。     （星野） 

歌舞伎町に立つ看板も担当エリア 
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